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呉市教育振興基本計画〈指標〉 ＋６．０ ＋５．０ 

令和８年度 － － 

令和７年度 － － 

令和６年度 － － 

令和５年度 ＋７．８ ＋５．５ 

令和４年度 ＋５．４ ＋４．８ 

全国学力・学習状況調査の結果分析と今後の取組               ◎･･･各学校 ◇･･･中学校区 

 

重
点
課
題 

◎複数の資料から読み取ったことを関連付けること，それを論理的に文章化する

ことに課題がある。設問１二【書くこと】（正答率 43％，無回答率 3.8％） 

◎学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことに課題があ

る。設問１三（１）【言葉の特徴や使い方に関する事項】（正答率 48.1％，無回

答 3.8％） 

◇文脈に即して漢字を正しく書くことに課題がある。（設問３二）【伝統的な言語

文化と国語の特質に関する事項】（正答率 43.9％） 

 
改
善
の
方
策 

◎授業等における制限する，揺さぶる，確かめさせることを積み重ね，文章を書

くことに慣れさせる。 

◎文脈に沿って漢字が書けるように練習する。国語科の学習のみならず，他教科

や総合的な学習の時間において，適切に漢字を用いるよう指導する。既習の漢

字も復習していく。 

◇国語科の学習では，漢字テストを継続して行いつつ，キュビナを活用し，基礎

的な学力を身につけていく。 

検
証 

◎全国学力（設問１）（第５・６学年）（１月）目標 75％ 

標準学力調査（各学年）（12 月）目標 全国平均＋３％ 

◇全国学力（設問３二）の問題（第９学年１月）目標 50％ 

 

 

重
点
課
題 

◎底辺の長さと高さが等しいが，形の異なる三角形の大小を比較することに課題があ

る。（設問２（４））【図形】（正答率 21.5％、無回答 3.8％） 

◎日常の事象を数理的に捉え数学的に表現・処理すること（分配法則）に課題が 

ある。設問３（４）【数と計算】（正答率 46.8％，無回答 1.3％） 

◇条件を変えた場合に，事柄が成り立たなくなった理由を，証明を振り返って読

み取ることに課題がある。（設問９（２））【図形】（正答率 38.8％） 

改
善
の
方
策 

◎解き方，法則，概念等の本質をしっかり理解した上で学習課題の解決に向かわ 

せる。 

◎除法の筆算について，図と関連付けて考察させる。関係図や数直線を大切に指 

導する。位を継続的に指導していく。また，計算の力は，徹底して付けておく。 

◇解決された問題の条件を変えるなど，新たな問題を見いだして，その特徴を数

学的な表現を用いて説明する機会を設定する。 

検
証 

◎全国学力（設問３（４））（第５・６学年）（１月）目標 75％ 

標準学力調査（各学年）（12 月）目標 全国平均＋３％ 

◇全国学力（設問４）の類似問題（第９学年，１月）目標 50％ 

 

 

令和５年度 

全国学力・学習状況調査 

指導方法等の改善計画 
 

呉市立阿賀小学校 

（阿賀中学校区） 

話すこ

と・聞く

こと

書くこと

読むこと

言葉の

特徴や

使い方

情報の

扱い方

国語全国平均
県平均
本校

本校 75 ％ 
全国 67.2 ％ 

県 69％ 

【来年度に向けて】 

  

  

数と計算

図形

変化と関

係

データの

活用

算数全国平均
県平均
本校

本校 68 ％ 
全国 62.5 ％ 

県 64％ 


